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共通理解事項 

目指す児童像 

自分も相手も 

大切にできる子 

自ら考え、 

   表現できる子 

体を鍛え、 

 粘り強く取り組む子 

＜共有目標＞ 

（重点）自己表現ができる子供 

〇道徳心の向上 

〇学力の向上 

〇体力・耐性の向上 

〇生活力の向上 

○コミュニケーション力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

子ども一人一人が深い自己理解に基づき、「何をしたいのか」、「何をするべきか」、主体的に問

題や課題を発見し、自己の目標を選択・設定して、この目標の達成のため、自発的、自律的、か

つ、他者の主体性を尊重しながら、自らの行動を決断し、実行する力である「自己指導能力」の

獲得を目指し、教育活動の充実を図ります。 

学校像 

◆生き生きと活気のある学校 

◆清潔で教育環境が整った学校 

◆地域や保護者との連携を深め地域

に開かれた学校 

学校教育目標 

自己指導能力を身に付けた霞翠っ子の育成 

教師像 

◆子供に寄り添い、一人一人を大切にする教師 

◆自ら研修に努め、分かる授業を実践する教師 

◆教育に情熱と愛情をもち、保護者や地域の 

信頼に応える教師 

 
【継承と変革】 

・霞翠小の強み・良さを最大限に生かす。現状維持は後退につながる。常に改善の手立てをとる。 

【結果にこだわる】 

・子供の姿で成長を示す。「目標・目的の明確化・具体化」「伸ばす」「鍛える」「褒める」「認める」「励ます」 

【ベースは子供理解】 

・子供と向き合う、寄り添う指導。職員間の情報共有と共通実践。 

【第五版を拠り所とする】 

・授業改善＝学力向上。全職員が更に授業力を向上させる。 

【コミュニティ・スクール】 

・地域・家庭との連携・協働。共有目標の具現化。積極的なコミュニケーション。 

 


